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体系図

⒈議会BCPの適宜見
直し

⒉災害対応訓練の実施

⒈子ども議会の開催
方法

⒉議会報告会の開催
方法

⒈ICT化に向けた検
討内容の洗い出し、
提案

⒈バリアフリー化の
検討

●議会のICT化

●議会の公開について

●議場の施設等につ
いて

●議会としての事業

●議会の運営

●議会基本条例

●議会の災害対応・

訓練

議会改革特別委員会
（議長を除く１７名）

1.本会議の公開、議事録
のインターネット公開

2.委員会・全員協議会
の自由公開

⒈事業評価制度の検討

⒉議員間討議の見直
しと環境整備

⒊議会基本条例の検証

New ICT化
推進部会

議会改革
推進部会

　議会では、平成25年、議会の最高規範となる「栗東市議会基本条例」を制定しました。

この条例を核とし、「市民によく見え、魅力ある議会」のため、議会改革を進めています。

　今回は、魅力ある議会に向けた取り組みを紹介します。

議会改革のため、「議会改革特別委員会」を設置し、取り組みを進めています。

の２部会で、主要テーマを議論しています。

その
中でも

　本年度、「New ICT化推進部会」では、議員がタブレットを活用して議会活動を活性化できるよう検討して

います。

　また、「議会改革推進部会」では、アフターコロナ、ウィズコロナも見すえ、「子ども議会」「議会報告会」の内

容や開催方法について見直しを進めています。

◦「New ICT化推進部会」…議会のＩＣＴ化

◦「 議 会 改 革 推 進 部 会 」…議会としての事業、議会の運営、議会基本条例

「栗東市議会災害対応とＢＣＰ」の見直し
～新型コロナウイルス感染症の影響下でも、議会活動を維持！～議会報告会

質疑応答によって具体的な問題がわかり、

勉強になった

子ども議会

自分もこれから『栗東市が良くなるため

にがんばろう！』と思うことができた

引き続き議会改革を進め、市民皆さまに理解していただける、より開かれた議会を実現します。 栗東市新型コロナウイルス感染症対応方針について▶

　令和２年９月に策定した「栗東市議会災害対応とＢＣＰ」を見直しました。ＢＣＰとは事業継続計画のことで、非常事態

時にも、議会としての本来の機能を維持していくために必要とされる具体的な計画を定めたものです。

　昨年はこの中の、「新型コロナウイルス等の感染症に伴う議会対応」の部分を見直し、「栗東市新型コロナウイルス

感染症対応方針」等との関係を明らかにし、対応を整理しました。

　具体的には、感染の疑いがある場合の対応をはじめ、会議室の変更、委員会出席人数や傍聴人数

の制限、換気時間を設けるなどの対応により、新型コロナウイルス感染症の影響下にあっても、議会

活動を維持し、市民皆さまの安全と安心につながるよう、議会として取り組みました。

こんなことを

行いました

「子ども議会」開催に代わり、学習教材用の動画を制作中

議会活動にICT（情報通信技術）の活用を

「議会報告会」「子ども議会」の新しいあり方へ

　新型コロナウイルス感染症により「子ども議会」は中止となりましたが、子ども

向けに、「市役所の仕事と議会の仕事」「議会構成の仕組み」「議員の役割」を

テーマにした動画を作成中です。

　動画は市内小学校へ配布し、授業で活用される予定で、子どもたちに映像を

とおして議会を知ってもらう機会になればと考えています。

　なお、動画完成後、市議会ホームページにて公開予定です。

　タブレット端末の導入に関する検討を行っています。ペーパーレス化や議会審

議、委員会審査などの効率化、研修などでの有効活用が見込まれ、議会活動のより

いっそうの活発化が図れると考えられます。今後は、使用規約や会議規則等などに

ついて予算と並行して議論を進めていきます。

　市内小学６年生が子ども議員となり、自分のまちへの夢や

希望を話す「子ども議会」。議会や市政に関する活動を地域に

出向いて説明し、意見などをお聴きする「議会報告会」。どちら

も市民の皆さまと対話し、住民参加のまちづくりへの意欲を

高める貴重な機会です。

　今まで、提案が市の政策につながることや、参加をステップ

に県議会に参画した子どもたちがいるなど、実施後の成果も

多くありました。

　その一方で課題もあることから、これらを踏まえ、よりよい

事業を実施できるよう見直しを進めています。

▲特別委員会で内容確認

～議会改革を進めています～

魅力 ある議会 を 目指して
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件名 採決結果

条　

例

国民健康保険条例の一部を改正する条

例の制定について

（出産育児一時金の引き上げに伴う改正）

可決・全

地区計画の区域内における建築物の制

限に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

（敷地面積や建築物の高さなど、地区計

画区域内における建築物の用途や構造

及び敷地に関する制限を定めるため）

可決・全

そ
の
他

契約の締結につき議会の議決を求めるこ

とについて

（市立保育園・幼児園自園給食の調理等

業務委託について

　→一富士フードサービス株式会社）

可決・全

市道路線の認定について

（東部六地蔵東西線、小柿一区内20号

線、苅原南12号線）

可決・全

指定管理者の指定について

（市立自然活用総合管理棟

「通称：道の駅・こんぜの里りっとう」の

指定管理

　→滋賀南部森林組合）

可決・全

件名 採決結果

そ
の
他

指定管理者の指定について

（こんぜの里バンガロー村の指定管理

　→滋賀南部森林組合）

可決・全

指定管理者の指定について

（市立森林体験交流センター

「通称：こんぜの里森遊館」の指定管理

　→一般社団法人 栗東市観光協会）

可決・全

指定管理者の指定について

（市立自然体験学習センター

「通称：森の未来館」の指定管理

　→株式会社 フォレストアドベンチャー）

可決・全

意
見
書

企業立地の推進に伴うインフラ整備に対

する県の支援を求める意見書
可決・全

衆議院議員選挙制度の抜本的な改革を

求める意見書
可決・全

令和３年度　一般会計補正予算（専決）

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第7号） 1,932万円（増額） 268億6,381万9千円 衛生費の増額 承認・全

令和３年度　一般会計・特別会計　補正予算

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第8号） 3億6,558万6千円（増額） 272億2,940万5千円 民生費の増額等 可決・全

一般会計（第9号） 12億1,139万9千円（増額） 284億4,080万4千円 民生費の増額 可決・全

一般会計（第10号） 6億8,130万8千円（増額） 291億2,211万2千円 民生費の増額 可決・全

国民健康保険

特別会計（第2号）
416万7千円（増額） 53億5,888万4千円 諸支出金の増額 可決・全

後期高齢者医療

特別会計（第2号）
569万3千円（増額） 6億7,828万6千円

後期高齢者医療

広域連合納付金等の増額
可決・全

介護保険

特別会計（第2号）
6,330万2千円（増額） 40億6,896万3千円 諸支出金の増額等 可決・全

大津湖南都市計画事業

栗東新都心土地区画整理

事業特別会計（第1号）

636万5千円（減額） 6,595万7千円 土木費の減額 可決・全

水道事業会計（第2号） 4,644万8千円（減額） 19億7,231万9千円 営業費用の減額等 可決・全

公共下水道事業会計

（第1号）
134万9千円（減額） 33億779万8千円 下水道事業費の減額等 可決・全

農業集落排水事業特

別会計（第1号）
309万5千円（減額） 3,635万4千円 農林水産業費の減額 可決・全

審議した議案・請願書・意見書など

〈意見書概要〉

　栗東市では、市東部地区六地蔵・伊勢落地先を新た

な産業拠点区域として位置づけ、工場等の企業立地

を目指している。

　財政健全化を喫緊の重要課題とする本市にとって、

企業立地による新たな税収や雇用の確保は、安定的

な行財政運営を図るうえで必要不可欠な取り組みで

あることに加え、これらの取り組みは地元自治体であ

る市町だけでなく、より広域の県や工業用水道の事業

者等にも益をもたらすものであることから、関係機関

等が力を合わせて実現すべきものである。

　しかしながら、この度の企業立地に伴うインフラ整

備では地元自治体となる本市だけがその多額の負担

を求められており、財政健全化を目指す取り組みが、

さらなる財政の逼迫につながりかねない不合理を生

んでいる。

　よって、県においては、企業立地に伴うインフラ整

備の費用に関し、県も受益者として応分の負担をする

という積極的な視点に立って、この度の本市の事案を

含め、インフラ整備のための支援策を速やかに構築さ

れるよう強く求める。

〈意見書概要〉

　衆議院小選挙区選出議員の選挙区については、議

員定数の削減と、いわゆる「一票の較差」の是正措置

が講じられたことにより、各都道府県区域内の選挙区

数を、国勢調査の結果に基づいて配分されることと

なった。令和２年の国勢調査の結果に基づくと、滋賀

県では現行の４選挙区から３選挙区へ減少するとされ

ている。

　もとより、一票の較差の是正は重要な課題だが、地

方の実情を知る国会議員の比率が低くなれば、過疎

化、少子高齢化や人口減少といった課題に関する地方

の意見が届きにくく、国政に大きな影響を与えること

となる。

　したがって、国会および政府におかれては、国政選

挙において、単純に人口に比例した定数配分ではなく、

現在の検討を見直し、地方の意見を広く聞きながら十

分に議論を重ね、抜本的な選挙制度改革を行うよう強

く求める。

企業立地の推進に伴うインフラ整備に対する県の支援を求める意見書

衆議院議員選挙制度の抜本的な改革を求める意見書

12月議会では、意見書2件を可決し、政府関係機関に提出しました。意 見 書

にお越しください

傍 聴

本会議・委員会審査は、どなたでも傍聴いただけます。

・開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。

・日程については、現段階での予定であるため、変更になる場合

がありますのでご了承ください。

・手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ連絡を

お願いします。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用など

の対策にご理解とご協力をお願いします。

●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）

　TEL:551-0137   FAX:551-0146   :gikai@city.ritto.lg.jp

2月28日 本会議（議案上程等）

3月7〜 10日 本会議（代表・個人質問）

11〜 18日 各常任委員会

24日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）

　これまでの 議 会 の 様 子 は 、

YouTubeの動画でご覧いただけ

ます。

　栗東市のホームページにリンク

がありますので、ご参照ください。

二次元コードで

録画映像が見られます

▼︎

3月定例会の予定

※令和3年11月1日発行りっとう議会だよりNo.200号の水道事業会計補正予算額について「収益的支出」の記載が不足

しておりました。おわびして訂正いたします。

県へ提出

国へ提出
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件名 採決結果

条　

例

国民健康保険条例の一部を改正する条

例の制定について

（出産育児一時金の引き上げに伴う改正）

可決・全

地区計画の区域内における建築物の制

限に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

（敷地面積や建築物の高さなど、地区計

画区域内における建築物の用途や構造

及び敷地に関する制限を定めるため）

可決・全

そ
の
他

契約の締結につき議会の議決を求めるこ

とについて

（市立保育園・幼児園自園給食の調理等

業務委託について

　→一富士フードサービス株式会社）

可決・全

市道路線の認定について

（東部六地蔵東西線、小柿一区内20号

線、苅原南12号線）

可決・全

指定管理者の指定について

（市立自然活用総合管理棟

「通称：道の駅・こんぜの里りっとう」の

指定管理

　→滋賀南部森林組合）

可決・全

件名 採決結果

そ
の
他

指定管理者の指定について

（こんぜの里バンガロー村の指定管理

　→滋賀南部森林組合）

可決・全

指定管理者の指定について

（市立森林体験交流センター

「通称：こんぜの里森遊館」の指定管理

　→一般社団法人 栗東市観光協会）

可決・全

指定管理者の指定について

（市立自然体験学習センター

「通称：森の未来館」の指定管理

　→株式会社 フォレストアドベンチャー）

可決・全

意
見
書

企業立地の推進に伴うインフラ整備に対

する県の支援を求める意見書
可決・全

衆議院議員選挙制度の抜本的な改革を

求める意見書
可決・全

令和３年度　一般会計補正予算（専決）

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第7号） 1,932万円（増額） 268億6,381万9千円 衛生費の増額 承認・全

令和３年度　一般会計・特別会計　補正予算

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第8号） 3億6,558万6千円（増額） 272億2,940万5千円 民生費の増額等 可決・全

一般会計（第9号） 12億1,139万9千円（増額） 284億4,080万4千円 民生費の増額 可決・全

一般会計（第10号） 6億8,130万8千円（増額） 291億2,211万2千円 民生費の増額 可決・全

国民健康保険

特別会計（第2号）
416万7千円（増額） 53億5,888万4千円 諸支出金の増額 可決・全

後期高齢者医療

特別会計（第2号）
569万3千円（増額） 6億7,828万6千円

後期高齢者医療

広域連合納付金等の増額
可決・全

介護保険

特別会計（第2号）
6,330万2千円（増額） 40億6,896万3千円 諸支出金の増額等 可決・全

大津湖南都市計画事業

栗東新都心土地区画整理

事業特別会計（第1号）

636万5千円（減額） 6,595万7千円 土木費の減額 可決・全

水道事業会計（第2号） 4,644万8千円（減額） 19億7,231万9千円 営業費用の減額等 可決・全

公共下水道事業会計

（第1号）
134万9千円（減額） 33億779万8千円 下水道事業費の減額等 可決・全

農業集落排水事業特

別会計（第1号）
309万5千円（減額） 3,635万4千円 農林水産業費の減額 可決・全

審議した議案・請願書・意見書など

〈意見書概要〉

　栗東市では、市東部地区六地蔵・伊勢落地先を新た

な産業拠点区域として位置づけ、工場等の企業立地

を目指している。

　財政健全化を喫緊の重要課題とする本市にとって、

企業立地による新たな税収や雇用の確保は、安定的

な行財政運営を図るうえで必要不可欠な取り組みで

あることに加え、これらの取り組みは地元自治体であ

る市町だけでなく、より広域の県や工業用水道の事業

者等にも益をもたらすものであることから、関係機関

等が力を合わせて実現すべきものである。

　しかしながら、この度の企業立地に伴うインフラ整

備では地元自治体となる本市だけがその多額の負担

を求められており、財政健全化を目指す取り組みが、

さらなる財政の逼迫につながりかねない不合理を生

んでいる。

　よって、県においては、企業立地に伴うインフラ整

備の費用に関し、県も受益者として応分の負担をする

という積極的な視点に立って、この度の本市の事案を

含め、インフラ整備のための支援策を速やかに構築さ

れるよう強く求める。

〈意見書概要〉

　衆議院小選挙区選出議員の選挙区については、議

員定数の削減と、いわゆる「一票の較差」の是正措置

が講じられたことにより、各都道府県区域内の選挙区

数を、国勢調査の結果に基づいて配分されることと

なった。令和２年の国勢調査の結果に基づくと、滋賀

県では現行の４選挙区から３選挙区へ減少するとされ

ている。

　もとより、一票の較差の是正は重要な課題だが、地

方の実情を知る国会議員の比率が低くなれば、過疎

化、少子高齢化や人口減少といった課題に関する地方

の意見が届きにくく、国政に大きな影響を与えること

となる。

　したがって、国会および政府におかれては、国政選

挙において、単純に人口に比例した定数配分ではなく、

現在の検討を見直し、地方の意見を広く聞きながら十

分に議論を重ね、抜本的な選挙制度改革を行うよう強

く求める。

企業立地の推進に伴うインフラ整備に対する県の支援を求める意見書

衆議院議員選挙制度の抜本的な改革を求める意見書

12月議会では、意見書2件を可決し、政府関係機関に提出しました。意 見 書

にお越しください

傍 聴

本会議・委員会審査は、どなたでも傍聴いただけます。

・開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。

・日程については、現段階での予定であるため、変更になる場合

がありますのでご了承ください。

・手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ連絡を

お願いします。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用など

の対策にご理解とご協力をお願いします。

●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）

　TEL:551-0137   FAX:551-0146   :gikai@city.ritto.lg.jp

2月28日 本会議（議案上程等）

3月7〜 10日 本会議（代表・個人質問）

11〜 18日 各常任委員会

24日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）

　これまでの 議 会 の 様 子 は 、

YouTubeの動画でご覧いただけ

ます。

　栗東市のホームページにリンク

がありますので、ご参照ください。

二次元コードで

録画映像が見られます

▼︎

3月定例会の予定

※令和3年11月1日発行りっとう議会だよりNo.200号の水道事業会計補正予算額について「収益的支出」の記載が不足

しておりました。おわびして訂正いたします。

県へ提出

国へ提出
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　市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的な審査や重要

な事柄の調査をしています。現在、４つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ

◆
市
、
商
工
会
の
連
携
で
、
栗
東
駅
・

手
原
駅
構
内
自
由
通
路
に
、
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）

を
設
置
し
地
域
情
報
を
発
信
し

て
き
た
事
業
が
、
4
月
末
を
も
っ

て
中
止
さ
れ
た
経
緯
と
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
い
ま
し
た
。

問
や
め
た
経
緯
と
減
額
理
由
は
。

答
商
工
会
で
管
理
運
営
さ
れ
て
お

り
、
広
告
料
を
支
払
っ
て
情
報
を

掲
載
し
て
い
た
が
、
導
入
後
年
数

も
経
ち
、
機
器
の
維
持
管
理
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
4
月
末
で
管

理
運
営
を
中
止
さ
れ
た
。
機
器

そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

4
月
末
以
降
の
分
の
減
額
を
お

願
い
す
る
内
容
で
あ
る
。

問
今
後
、
代
替
を
は
じ
め
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
費
用
対
効
果
も
含
め
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
情
報
提
供
方
法

を
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。

◆
発
達
支
援
事
業
は
、
発
達
に
支
援

を
要
す
る
人
や
家
族
の
た
め
に

支
援
体
制
の
充
実
と
向
上
を
図

り
な
が
ら
、一
貫
し
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
し
て
い
く
の
が
目

的
で
す
。
そ
こ
で
、
現
在
の
状
況

を
発
達
支
援
課
に
伺
い
ま
し
た
。

問
心
理
判
定
員
の
職
務
内
容
は
。

答
特
別
な
支
援
を
要
す
る
方
た
ち

の
相
談
、
発
達
検
査
で
あ
る
。

問
職
務
は
大
変
重
要
な
中
で
現
在

1
名
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
の
欠
員
等
へ
の
対
応
は
。

答
課
内
で
対
応
し
て
い
る
。
心
理
判

定
員
が
不
在
の
場
合
、
電
話
連
絡

で
予
約
い
た
だ
き
課
の
体
制
の

な
か
で
連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

意

意
見
と
し
て
、
必
要
な
中
で
予
算

化
し
て
い
る
の
で
、
欠
員
が
出
な

い
よ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
金
勝
地
区
に
展
開
す
る
ア
ウ
ト

ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
・
宿
泊
・
研
修
施
設

「
こ
ん
ぜ
の
里
」
。
そ
の
各
施
設

の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

・
期
間
…
令
和
4
年
4
月
1
日
～

令
和
7
年
3
月
31
日
の
3
年
間
。

道
の
駅
・
こ
ん
ぜ
の
里
り
っ
と
う

（
滋
賀
南
部
森
林
組
合
に
決
定
）

問
採
点
結
果
で
、
委
員
3
名
が
不

適
合
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
評

に
お
い
て
も
施
設
の
利
用
促
進

等
に
関
し
て
意
見
が
あ
っ
た
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
が
厳
し
い
中
、

堅
実
な
経
営
を
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

新
し
い
提
案
を
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

こ
ん
ぜ
の
里
バ
ン
ガ
ロ
ー
村

（
滋
賀
南
部
森
林
組
合
に
決
定
）

問
開
村
か
ら
30
年
ほ
ど
経
過
し
て

お
り
経
年
劣
化
も
心
配
す
る
が
、

施
設
の
状
態
は
。

答
今
年
度
デ
ッ
キ
の
改
善
を
行
っ
た
。

経
年
劣
化
の
部
分
は
逐
一
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
管
理
者
等
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
過
去
の
改
修
状
況
を
参

考
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
ん
ぜ
の
里
森
遊
館

（
一
般
社
団
法
人
栗
東
市
観
光
協

会
に
決
定
）

問
森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
は
栗

東
な
ら
で
は
の
大
変
貴
重
な
施

設
で
あ
る
。
市
観
光
協
会
が
指

定
管
理
者
と
な
り
安
堵
し
て
い

る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
い
か
に
観
光
客
を
取
り
込
む
か

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
新
た
な
形
で
の
管
理
運
営
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

◆
「
や
ま
の
こ
」
事
業
な
ど
で
利
用

さ
れ
る
森
の
未
来
館
の
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

・
期
間
…
令
和
4
年
4
月
1
日
～

令
和
7
年
3
月
31
日
の
3
年
間
。

問
入
館
料
の
料
金
設
定
は
ど
の
よ

う
に
し
て
確
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
指
定
管
理
料
は
消
費
税
増

税
分
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
か
。

答
入
館
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
据
え
置
き
と
し
、
改
定

し
て
い
な
い
。
指
定
管
理
料
は
増

額
し
て
い
る
。

問
指
定
管
理
候
補
者
で
あ
る
㈱

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は

宿
泊
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
る
の

か
。

答
他
府
県
で
キ
ャ
ン
プ
場
の
宿
泊

運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
の
経

験
が
あ
る
。

問
市
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
指
定
管

理
施
設
で
あ
る
平
谷
球
場
利
用

者
は
、
森
の
未
来
館
の
ト
イ
レ
が

利
用
で
き
な
い
。

平
谷
球
場
利
用
者
を
含
め
周
辺

施
設
の
一
体
的
利
用
に
む
け
て
指

定
管
理
者
間
で
協
力
体
制
が
必

要
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

答
現
在
、
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
た

め
、
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
森
の
未
来
館
は
覚
書

を
交
わ
し
、
入
館
料
に
相
当
す
る

定
額
を
月
々
支
払
わ
れ
て
い
る
。

平
谷
球
場
利
用
者
は
入
館
料
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
指
定
管
理

者
は
違
っ
て
も
同
じ
市
の
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

◆
15
事
業
者
を
指
名
し
指
名
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
考

を
行
い
ま
し
た
。
１
事
業
者
の
み

の
参
加
で
し
た
が
、
選
定
基
準
以

上
の
得
点
が
あ
っ
た
た
め
審
査

会
に
て
契
約
予
定
者
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

・
期
間
…
令
和
4
年
4
月
1
日
～

令
和
9
年
3
月
31
日
の
５
年
間
。

・
契
約
金
額
…
3
億
855
万
円
（
税

込
）。

・
業
務
場
所
…
金
勝
第
一
幼
児
園
、

葉
山
幼
児
園
、
葉
山
東
幼
児
園
、

治
田
東
幼
児
園
、
大
宝
西
保
育
園
。

問
給
食
業
務
の
実
績
は
。

答
現
在
、
本
市
で
給
食
提
供
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
業
者
で
、
市
内
だ

け
で
な
く
10
キ
ロ
圏
内
に
24
か

所
の
事
業
所
を
運
営
し
て
い
る
。

調
理
師
免
許
等
の
有
資
格
者
も

た
く
さ
ん
在
籍
し
て
い
る
。

問
自
園
給
食
で
は
企
画
提
案
力
が

求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
提

案
が
あ
っ
た
の
か
。

答
市
で
は
食
育
活
動
が
子
ど
も
の

発
達
段
階
に
お
い
て
必
要
な
部

分
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

食
育
へ
の
啓
発
、
P
R
も
含
め
、

給
食
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
食
育

に
対
す
る
園
行
事
の
活
動
へ
の

協
力
の
提
案
が
あ
っ
た
。

問
審
査
に
あ
た
り
、
決
算
書
な
ど
で

企
業
の
経
営
内
容
を
審
査
し
た

の
か
。

答
収
支
報
告
等
決
算
書
ま
で
の
提
出

は
求
め
て
い
な
い
が
、
実
績
の
部

分
で
過
去
の
自
治
体
等
で
の
給
食

実
績
等
の
確
認
を
し
て
い
る
。

常任

委員会

とは
※委員長報告を映像でご覧いただくことができます。▶

～１２月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
攻
め
の
メ
デ
ィ
ア

効
果
的
な
広
報
手
段
」

令
和
３
年
度
補
正
予
算
を
審
査

「
こ
ん
ぜ
の
里
」
３
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定

森
の
未
来
館
の
指
定
管
理
者
が
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
決
定

保
育
園
・
幼
児
園
の
給
食
委
託
は

一
冨
士
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
㈱
に
決
定

▲デジタルサイネージ

▲道の駅・こんぜの里りっとう

▲森の未来館 ▲幼児園給食調理場内

総
務
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

環
境
建
設
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
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　市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的な審査や重要

な事柄の調査をしています。現在、４つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ

◆
市
、
商
工
会
の
連
携
で
、
栗
東
駅
・

手
原
駅
構
内
自
由
通
路
に
、
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）

を
設
置
し
地
域
情
報
を
発
信
し

て
き
た
事
業
が
、
4
月
末
を
も
っ

て
中
止
さ
れ
た
経
緯
と
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
い
ま
し
た
。

問
や
め
た
経
緯
と
減
額
理
由
は
。

答
商
工
会
で
管
理
運
営
さ
れ
て
お

り
、
広
告
料
を
支
払
っ
て
情
報
を

掲
載
し
て
い
た
が
、
導
入
後
年
数

も
経
ち
、
機
器
の
維
持
管
理
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
4
月
末
で
管

理
運
営
を
中
止
さ
れ
た
。
機
器

そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

4
月
末
以
降
の
分
の
減
額
を
お

願
い
す
る
内
容
で
あ
る
。

問
今
後
、
代
替
を
は
じ
め
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
費
用
対
効
果
も
含
め
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
情
報
提
供
方
法

を
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。

◆
発
達
支
援
事
業
は
、
発
達
に
支
援

を
要
す
る
人
や
家
族
の
た
め
に

支
援
体
制
の
充
実
と
向
上
を
図

り
な
が
ら
、一
貫
し
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
し
て
い
く
の
が
目

的
で
す
。
そ
こ
で
、
現
在
の
状
況

を
発
達
支
援
課
に
伺
い
ま
し
た
。

問
心
理
判
定
員
の
職
務
内
容
は
。

答
特
別
な
支
援
を
要
す
る
方
た
ち

の
相
談
、
発
達
検
査
で
あ
る
。

問
職
務
は
大
変
重
要
な
中
で
現
在

1
名
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
の
欠
員
等
へ
の
対
応
は
。

答
課
内
で
対
応
し
て
い
る
。
心
理
判

定
員
が
不
在
の
場
合
、
電
話
連
絡

で
予
約
い
た
だ
き
課
の
体
制
の

な
か
で
連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

意

意
見
と
し
て
、
必
要
な
中
で
予
算

化
し
て
い
る
の
で
、
欠
員
が
出
な

い
よ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
金
勝
地
区
に
展
開
す
る
ア
ウ
ト

ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
・
宿
泊
・
研
修
施
設

「
こ
ん
ぜ
の
里
」
。
そ
の
各
施
設

の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

・
期
間
…
令
和
4
年
4
月
1
日
～

令
和
7
年
3
月
31
日
の
3
年
間
。

道
の
駅
・
こ
ん
ぜ
の
里
り
っ
と
う

（
滋
賀
南
部
森
林
組
合
に
決
定
）

問
採
点
結
果
で
、
委
員
3
名
が
不

適
合
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
評

に
お
い
て
も
施
設
の
利
用
促
進

等
に
関
し
て
意
見
が
あ
っ
た
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
が
厳
し
い
中
、

堅
実
な
経
営
を
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

新
し
い
提
案
を
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

こ
ん
ぜ
の
里
バ
ン
ガ
ロ
ー
村

（
滋
賀
南
部
森
林
組
合
に
決
定
）

問
開
村
か
ら
30
年
ほ
ど
経
過
し
て

お
り
経
年
劣
化
も
心
配
す
る
が
、

施
設
の
状
態
は
。

答
今
年
度
デ
ッ
キ
の
改
善
を
行
っ
た
。

経
年
劣
化
の
部
分
は
逐
一
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
管
理
者
等
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
過
去
の
改
修
状
況
を
参

考
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
ん
ぜ
の
里
森
遊
館

（
一
般
社
団
法
人
栗
東
市
観
光
協

会
に
決
定
）

問
森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
は
栗

東
な
ら
で
は
の
大
変
貴
重
な
施

設
で
あ
る
。
市
観
光
協
会
が
指

定
管
理
者
と
な
り
安
堵
し
て
い

る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
い
か
に
観
光
客
を
取
り
込
む
か

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
新
た
な
形
で
の
管
理
運
営
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

◆
「
や
ま
の
こ
」
事
業
な
ど
で
利
用

さ
れ
る
森
の
未
来
館
の
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

・
期
間
…
令
和
4
年
4
月
1
日
～

令
和
7
年
3
月
31
日
の
3
年
間
。

問
入
館
料
の
料
金
設
定
は
ど
の
よ

う
に
し
て
確
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
指
定
管
理
料
は
消
費
税
増

税
分
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
か
。

答
入
館
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
据
え
置
き
と
し
、
改
定

し
て
い
な
い
。
指
定
管
理
料
は
増

額
し
て
い
る
。

問
指
定
管
理
候
補
者
で
あ
る
㈱

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は

宿
泊
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
る
の

か
。

答
他
府
県
で
キ
ャ
ン
プ
場
の
宿
泊

運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
の
経

験
が
あ
る
。

問
市
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
指
定
管

理
施
設
で
あ
る
平
谷
球
場
利
用

者
は
、
森
の
未
来
館
の
ト
イ
レ
が

利
用
で
き
な
い
。

平
谷
球
場
利
用
者
を
含
め
周
辺

施
設
の
一
体
的
利
用
に
む
け
て
指

定
管
理
者
間
で
協
力
体
制
が
必

要
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

答
現
在
、
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
た

め
、
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
森
の
未
来
館
は
覚
書

を
交
わ
し
、
入
館
料
に
相
当
す
る

定
額
を
月
々
支
払
わ
れ
て
い
る
。

平
谷
球
場
利
用
者
は
入
館
料
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
指
定
管
理

者
は
違
っ
て
も
同
じ
市
の
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

◆
15
事
業
者
を
指
名
し
指
名
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
考

を
行
い
ま
し
た
。
１
事
業
者
の
み

の
参
加
で
し
た
が
、
選
定
基
準
以

上
の
得
点
が
あ
っ
た
た
め
審
査

会
に
て
契
約
予
定
者
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

・
期
間
…
令
和
4
年
4
月
1
日
～

令
和
9
年
3
月
31
日
の
５
年
間
。

・
契
約
金
額
…
3
億
855
万
円
（
税

込
）。

・
業
務
場
所
…
金
勝
第
一
幼
児
園
、

葉
山
幼
児
園
、
葉
山
東
幼
児
園
、

治
田
東
幼
児
園
、
大
宝
西
保
育
園
。

問
給
食
業
務
の
実
績
は
。

答
現
在
、
本
市
で
給
食
提
供
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
業
者
で
、
市
内
だ

け
で
な
く
10
キ
ロ
圏
内
に
24
か

所
の
事
業
所
を
運
営
し
て
い
る
。

調
理
師
免
許
等
の
有
資
格
者
も

た
く
さ
ん
在
籍
し
て
い
る
。

問
自
園
給
食
で
は
企
画
提
案
力
が

求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
提

案
が
あ
っ
た
の
か
。

答
市
で
は
食
育
活
動
が
子
ど
も
の

発
達
段
階
に
お
い
て
必
要
な
部

分
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

食
育
へ
の
啓
発
、
P
R
も
含
め
、

給
食
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
食
育

に
対
す
る
園
行
事
の
活
動
へ
の

協
力
の
提
案
が
あ
っ
た
。

問
審
査
に
あ
た
り
、
決
算
書
な
ど
で

企
業
の
経
営
内
容
を
審
査
し
た

の
か
。

答
収
支
報
告
等
決
算
書
ま
で
の
提
出

は
求
め
て
い
な
い
が
、
実
績
の
部

分
で
過
去
の
自
治
体
等
で
の
給
食

実
績
等
の
確
認
を
し
て
い
る
。

常任

委員会

とは
※委員長報告を映像でご覧いただくことができます。▶

～１２月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
攻
め
の
メ
デ
ィ
ア

効
果
的
な
広
報
手
段
」

令
和
３
年
度
補
正
予
算
を
審
査

「
こ
ん
ぜ
の
里
」
３
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定

森
の
未
来
館
の
指
定
管
理
者
が
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
決
定

保
育
園
・
幼
児
園
の
給
食
委
託
は

一
冨
士
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
㈱
に
決
定

▲デジタルサイネージ

▲道の駅・こんぜの里りっとう

▲森の未来館 ▲幼児園給食調理場内

総
務
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

環
境
建
設
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
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ページ 質 問 者 質 問 事 項

8 上石田　昌子
市街地を流れる農業用排水路の現状から鑑みる治水に係る

市の考え方と今後の方向性について

9

西 田　　 聡
全国学力・学習状況調査結果からみる子どもの学ぶ力向上に

ついて

里 内　英 幸 GIGAスクール構想実現に向けて

田 村　隆 光
全ての子ども・若者が自らの居場所を得て、成長・活躍できる

社会を目指して

10

武 村　　 賞

草津市及び栗東市における共同火葬場整備計画について

湖南地域重症心身障がい者通所施設（生活介護事業所）の

整備計画について

野々村　照美

地域気象防災支援のための気象庁等との取り組みの活用について

デジタル社会の対応について

川 嶋　　 恵 登校できない児童・生徒へのICT学習支援について

11

伊 吹　　 裕

税滞納者に対する栗東市の収納事務の方針について

市内公共交通について

電動キックボードの安全な使用の啓発とマナー・ルールの

周知徹底について

青 木　千 尋 高齢の市民が市営住宅を利用・居住しやすいものにするために

中 村　昌 司

令和４年度予算編成から見る市長の市政運営について

連合滋賀の「政策制度要求」への対応について

児童・生徒の「体育座り」問題への対応について

　

12
月
10
日
・
13
日
の
2
日
間
、
10
人
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
を
省
略
し
て
い
る
質
問
も
含
め
、
Y
o
u
T
u
b
e
に
て
本
会
議
の
様
子
を

視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個

人

質

問

こ
こ
が
聴
き
た
い 
市
政
を
問
う

二次元コードで

質問の録画映像

が見られます▶︎

全国学力・学習状況調査結果からみる子どもの学ぶ力向上
西田 聡 議員

　

本
市
の
結
果
分
析
か
ら
み
る
子
ど
も
の

学
ぶ
力
向
上
に
つ
い
て
問
う
。

　

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
と
し
て「
文
章
を

読
む
力
、
書
く
力
を
高
め
る
こ
と
」「
基
礎

学
力
の
定
着
を
図
る
こ
と
」「
家
庭
学
習
の
あ
り
方

に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
こ
と
」が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

「
書
く
力
」を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
な

現
場
実
践
を
伺
う
。

　

授
業
時
間
で
の
学
び
を
自
分
の
言
葉
で

ま
と
め
る
な
ど
、
思
い
や
考
え
を
表
現
す

る
取
り
組
み
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

学
校
の
授
業
を
①
「
よ
く
わ
か
る
」
②

「
楽
し
い
」と
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
子

ど
も
の
率
は
。

そ
れ
ぞ
れ
小
学
生
で
①
80
・
6
％
②
84
・
5
％
、

中
学
生
で
①
78
％
②
80
・
1
％
で
あ
る
。

　

学
校
図
書
館
に「
本
が
少
な
い
」「
読
む

本
が
な
い
」
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の
声
を

耳
に
す
る
。
読
書
環
境
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

毎
年
予
算
化
し
な
が
ら
計
画
的
に
蔵
書

を
増
や
し
て
い
る
。

　

学
力
上
位
県
に
あ
る
と
こ
ろ
は「
非
認

知
能
力
」が
高
い
傾
向
に
あ
る
の
か
。

　

調
査
結

果
で
は
、
非

認
知
能
力
と
認
知

能
力
、
い
わ
ゆ
る

学
力
と
の
関
連
は

大
変
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

問問問問問 答答答答答

市街地を流れる農業排水路の現状から鑑みる
「治水」に係る市の考え方と今後の方向性 上石田 昌子 議員

　

都
市
化
の
進
行
に
伴
う
土
地
と
水
に
関

す
る
都
市
的
需
要
の
増
大
と
農
業
的
利

用
の
減
少
に
よ
り
、
近
い
将
来
急
速
に
こ
れ
ら
２

つ
の
資
源
の
転
用
が
大
き
な
規
模
で
進
む
と
推

測
す
る
。
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
法
定
外
公
共

物（
里
道
や
農
業
用
水
路
）は
国
か
ら
市
に
譲
与

さ
れ
た
が
、
現
況
把
握
は
。

　

所
有
権
不
明
水
路
の
把
握
は
で
き
て
お

ら
ず
、
市
内
の
水
路
延
長
も
不
明
。

　

水
路
は
公
共
の
財
産
で
あ
る
と
と
も
に

防
災
減
災
対
策
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
や
農
業
組
合

だ
け
で
な
く
、
機
能
管
理
に
お
い
て
の
一
義
的
責

任
を
市
も
負
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

条
例
に
市
の
責
務
の
規
定
が
な
く
と
も

事
実
上
の
管
理
者
で
あ
る
市
町
村
が
損
害

賠
償
責
任
の
主
体
と
な
り
得
る
判
例
も
あ
り
、

責
務
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
の
法
定
外
公
共
物
の
管
理
は
。

　

地
域
の
高
齢
化
や
水
路
の
老
朽
化
、
自

然
災
害
の
実
態
を
踏
ま
え
る
と
現
状
の
管

理
体
制
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
賢
明
で
は
な
い
。
事

実
確
認
を
進
め
つ
つ
、
先
進
事
例
等
の
研
究
に
着

手
す
べ
く
協
議
す
る
。

問問問 答答答

すべての子ども・若者が自らの居場所を得て、成長・活躍できる
社会を目指して

ＧＩＧＡスクール構想実現に向けて

田村 隆光 議員

里内 英幸 議員

　

高
校
進
学
状
況
と
中
学
校
卒
業
後
か

ら
進
学
せ
ず
無
職
状
態
の
子
ど
も
、
ま
た

高
校
を
中
退
し
た
子
ど
も
の
人
数
は
把
握
し
て

い
る
か
。

　

進
学
率
の
内
訳
は
、
全
日
制
93
・
2
％
、

定
時
制
1.9
％
、
通
信
制
2.2
％
、
そ
の
他
、
高

等
専
門
学
校
等
2.3
％
で
あ
る
。
0.4
％
の
進
学
し
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
高
校
中
退
し
た
後
の
進

路
に
つ
い
て
は
、
過
年
度
卒
業
生
と
し
て
受
験
す

る
場
合
の
み
把
握
し
て
い
る
。

　

生
き
づ
ら
さ
や
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
要
支
援
対
象
児
童
等
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
数
は
。
ま
た
、
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
の
発
生

件
数
は
。

　

令
和
３
年
度
10
月
時
点
で
要
支
援
対

象
児
童
は
613
人
。
虐
待
が
332
件
、
ネ
グ
レ

ク
ト
が
76
件
で
あ
る
。

　

子
ど
も
・
若
者
支
援
に
関
す
る
事
業
で

進
展
し
て
い
る
取
り
組
み
は
。

　

子
ど
も
・
若
者
に
対
象
者
を
限
定
せ
ず
、

福
祉
部
局
で
生
活
困
窮
者
や
そ
の
周
辺
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置
し
、
重
層
的
支
援

体
制
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
開
始
後
に
教

育
現
場
や
家
庭
で
現
れ
て
き
た
「
効
果
」

は
。
ま
た
、「
問
題
点
・
課
題
等
」は
。

　

「
効
果
」は
子
ど
も
た
ち
が
授
業
に
集
中

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
欠
席
の

子
ど
も
が
、
家
庭
で
授
業
の
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

「
問
題
点
・
課
題
等
」は
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の

重
要
性
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
効
果
的
な
活
用
方
法

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」は
、
子
ど
も
た
ち
、

家
庭
に
向
け
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必
要
で

あ
る
か
。

　

子
ど
も
た
ち
や
家
庭
に
向
け
情
報
提
供

を
行
う
。
ま
た
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」に
つ
い
て
、
直
接

意
見
を
聞
き
、
指
導
す
る
機
会
つ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
調
査
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
が
適
切
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
で
き
る
環
境
や
、
家
庭
で
も

安
心
し
て
活
用

で
き
る

環

境

を
築
き
上
げ
た

い
。

問

問

問問

問問

答

答

答答

答答
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ページ 質 問 者 質 問 事 項

8 上石田　昌子
市街地を流れる農業用排水路の現状から鑑みる治水に係る

市の考え方と今後の方向性について

9

西 田　　 聡
全国学力・学習状況調査結果からみる子どもの学ぶ力向上に

ついて

里 内　英 幸 GIGAスクール構想実現に向けて

田 村　隆 光
全ての子ども・若者が自らの居場所を得て、成長・活躍できる

社会を目指して

10

武 村　　 賞

草津市及び栗東市における共同火葬場整備計画について

湖南地域重症心身障がい者通所施設（生活介護事業所）の

整備計画について

野々村　照美

地域気象防災支援のための気象庁等との取り組みの活用について

デジタル社会の対応について

川 嶋　　 恵 登校できない児童・生徒へのICT学習支援について

11

伊 吹　　 裕

税滞納者に対する栗東市の収納事務の方針について

市内公共交通について

電動キックボードの安全な使用の啓発とマナー・ルールの

周知徹底について

青 木　千 尋 高齢の市民が市営住宅を利用・居住しやすいものにするために

中 村　昌 司

令和４年度予算編成から見る市長の市政運営について

連合滋賀の「政策制度要求」への対応について

児童・生徒の「体育座り」問題への対応について

　

12
月
10
日
・
13
日
の
2
日
間
、
10
人
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
を
省
略
し
て
い
る
質
問
も
含
め
、
Y
o
u
T
u
b
e
に
て
本
会
議
の
様
子
を

視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個

人

質

問

こ
こ
が
聴
き
た
い 

市
政
を
問
う

二次元コードで

質問の録画映像

が見られます▶︎

全国学力・学習状況調査結果からみる子どもの学ぶ力向上
西田 聡 議員

　

本
市
の
結
果
分
析
か
ら
み
る
子
ど
も
の

学
ぶ
力
向
上
に
つ
い
て
問
う
。

　

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
と
し
て「
文
章
を

読
む
力
、
書
く
力
を
高
め
る
こ
と
」「
基
礎

学
力
の
定
着
を
図
る
こ
と
」「
家
庭
学
習
の
あ
り
方

に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
こ
と
」が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

「
書
く
力
」を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
な

現
場
実
践
を
伺
う
。

　

授
業
時
間
で
の
学
び
を
自
分
の
言
葉
で

ま
と
め
る
な
ど
、
思
い
や
考
え
を
表
現
す

る
取
り
組
み
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

学
校
の
授
業
を
①
「
よ
く
わ
か
る
」
②

「
楽
し
い
」と
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
子

ど
も
の
率
は
。

そ
れ
ぞ
れ
小
学
生
で
①
80
・
6
％
②
84
・
5
％
、

中
学
生
で
①
78
％
②
80
・
1
％
で
あ
る
。

　

学
校
図
書
館
に「
本
が
少
な
い
」「
読
む

本
が
な
い
」
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の
声
を

耳
に
す
る
。
読
書
環
境
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

毎
年
予
算
化
し
な
が
ら
計
画
的
に
蔵
書

を
増
や
し
て
い
る
。

　

学
力
上
位
県
に
あ
る
と
こ
ろ
は「
非
認

知
能
力
」が
高
い
傾
向
に
あ
る
の
か
。

　

調
査
結

果
で
は
、
非

認
知
能
力
と
認
知

能
力
、
い
わ
ゆ
る

学
力
と
の
関
連
は

大
変
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

問問問問問 答答答答答

市街地を流れる農業排水路の現状から鑑みる
「治水」に係る市の考え方と今後の方向性 上石田 昌子 議員

　

都
市
化
の
進
行
に
伴
う
土
地
と
水
に
関

す
る
都
市
的
需
要
の
増
大
と
農
業
的
利

用
の
減
少
に
よ
り
、
近
い
将
来
急
速
に
こ
れ
ら
２

つ
の
資
源
の
転
用
が
大
き
な
規
模
で
進
む
と
推

測
す
る
。
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
法
定
外
公
共

物（
里
道
や
農
業
用
水
路
）は
国
か
ら
市
に
譲
与

さ
れ
た
が
、
現
況
把
握
は
。

　

所
有
権
不
明
水
路
の
把
握
は
で
き
て
お

ら
ず
、
市
内
の
水
路
延
長
も
不
明
。

　

水
路
は
公
共
の
財
産
で
あ
る
と
と
も
に

防
災
減
災
対
策
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
や
農
業
組
合

だ
け
で
な
く
、
機
能
管
理
に
お
い
て
の
一
義
的
責

任
を
市
も
負
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

条
例
に
市
の
責
務
の
規
定
が
な
く
と
も

事
実
上
の
管
理
者
で
あ
る
市
町
村
が
損
害

賠
償
責
任
の
主
体
と
な
り
得
る
判
例
も
あ
り
、

責
務
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
の
法
定
外
公
共
物
の
管
理
は
。

　

地
域
の
高
齢
化
や
水
路
の
老
朽
化
、
自

然
災
害
の
実
態
を
踏
ま
え
る
と
現
状
の
管

理
体
制
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
賢
明
で
は
な
い
。
事

実
確
認
を
進
め
つ
つ
、
先
進
事
例
等
の
研
究
に
着

手
す
べ
く
協
議
す
る
。

問問問 答答答

すべての子ども・若者が自らの居場所を得て、成長・活躍できる
社会を目指して

ＧＩＧＡスクール構想実現に向けて

田村 隆光 議員

里内 英幸 議員

　

高
校
進
学
状
況
と
中
学
校
卒
業
後
か

ら
進
学
せ
ず
無
職
状
態
の
子
ど
も
、
ま
た

高
校
を
中
退
し
た
子
ど
も
の
人
数
は
把
握
し
て

い
る
か
。

　

進
学
率
の
内
訳
は
、
全
日
制
93
・
2
％
、

定
時
制
1.9
％
、
通
信
制
2.2
％
、
そ
の
他
、
高

等
専
門
学
校
等
2.3
％
で
あ
る
。
0.4
％
の
進
学
し
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
高
校
中
退
し
た
後
の
進

路
に
つ
い
て
は
、
過
年
度
卒
業
生
と
し
て
受
験
す

る
場
合
の
み
把
握
し
て
い
る
。

　

生
き
づ
ら
さ
や
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
要
支
援
対
象
児
童
等
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
数
は
。
ま
た
、
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
の
発
生

件
数
は
。

　

令
和
３
年
度
10
月
時
点
で
要
支
援
対

象
児
童
は
613
人
。
虐
待
が
332
件
、
ネ
グ
レ

ク
ト
が
76
件
で
あ
る
。

　

子
ど
も
・
若
者
支
援
に
関
す
る
事
業
で

進
展
し
て
い
る
取
り
組
み
は
。

　

子
ど
も
・
若
者
に
対
象
者
を
限
定
せ
ず
、

福
祉
部
局
で
生
活
困
窮
者
や
そ
の
周
辺
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置
し
、
重
層
的
支
援

体
制
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
開
始
後
に
教

育
現
場
や
家
庭
で
現
れ
て
き
た
「
効
果
」

は
。
ま
た
、「
問
題
点
・
課
題
等
」は
。

　

「
効
果
」は
子
ど
も
た
ち
が
授
業
に
集
中

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
欠
席
の

子
ど
も
が
、
家
庭
で
授
業
の
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

「
問
題
点
・
課
題
等
」は
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の

重
要
性
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
効
果
的
な
活
用
方
法

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」は
、
子
ど
も
た
ち
、

家
庭
に
向
け
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必
要
で

あ
る
か
。

　

子
ど
も
た
ち
や
家
庭
に
向
け
情
報
提
供

を
行
う
。
ま
た
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」に
つ
い
て
、
直
接

意
見
を
聞
き
、
指
導
す
る
機
会
つ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
調
査
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
が
適
切
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
で
き
る
環
境
や
、
家
庭
で
も

安
心
し
て
活
用

で
き
る

環

境

を
築
き
上
げ
た

い
。
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問
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登校できない児童・生徒へのＩＣＴ等の学習支援

周辺環境と調和する共同火葬場整備計画

川嶋 恵 議員

武村 賞 議員

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
の
取

り
組
み
は
。

　

児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
、
個
別
の

対
応
を
し
て
い
る
。
家
庭
訪
問
や
放
課
後

等
の
登
校
、
別
室
や
市
の
児
童
生
徒
支
援
室
に

登
校
が
可
能
な
児
童
生
徒
は
、
教
科
書
や
プ
リ

ン
ト
等
に
加
え
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し

て
教
科
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
活
用
事
例
は
。

　

現
段
階
で
は
、
実
証
期
間
と
し
て
の
活

用
な
の
で
、一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ

て
模
索
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

カ
メ
ラ
機
能
を
活
用
し
て
、
教
室
で
の
授
業
の
様

子
を
数
日
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
放
課
後
、
教

室
に
入
り
、
担
任
と
話
が
で
き
た
と
い
う
報
告
も

あ
る
。　

指
導
す
る
側
の
先
生
の
技
術
的
な
課
題

は
。

　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
し
て
い

る
た
め
、
試
行
錯
誤
、
模
索
を
し
て
い
る
状

態
で
は
あ
る
が
、
各
校
で
研
修
を
進
め
、
実
践
を

重
ね
て
い
る
。
教
員
に
つ
い
て
も「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」こ
と
を
目
指
し
、
市
内
で
情
報
共
有
し

な

が

ら

活
用
し
て

い
く
。

　

計
画
予
定
地
が
市
内「
県
立
国
際
情
報

高
校
」の
隣
接
地
の
保
安
林
に
決
定
し
た

理
由
を
伺
う
。

　

両
市
の
複
数
の
候
補
地
の
中
か
ら
、
両

市
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
、
イ
ン
フ
ラ
環

境
が
良
く
、
住
宅
地
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
等

か
ら
選
定
し
た
。

　

整
備
事
業
に
あ
っ
て
は
、
民
間
資
金
等

を
活
用
す
る「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」方
式
の
導
入
を
検

討
さ
れ
た
い
。

　

現
時
点
で
は「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」方
式
の
導
入
を

考
え
て
い
る
。

　

土
地
所
有
者
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
だ
が

周
辺
自
治
会
員
の
理
解
も
必
要
で
あ
る
。

説
明
会
は
い
つ
頃
開
催
さ
れ
る
の
か
。

　

周
辺
自
治
会
長
に
12
月
20
日
に
説
明

し
、
そ
の
後
、
役
員
お
よ
び
近
隣
住
民
の

説
明
会
の
開
催
を
検
討
す
る
。

　

基
礎
調
査
で
火
葬
場
の
事
業
規
模
等

は
、
2
市
共
同
設
置
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
建

物
面
積
は
2
8
3
7
㎡
、
建
設
費
は
郊
外
地
で

火
葬
炉
7
炉
、
1
日
2.5
件
で
、
25
億
4
9
0
0
万

円
で
あ
る
。
栗
東
市
の
費
用
負
担
は
、
何
％
か
。

　

令
和
2
年
10
月
1
日
時
点
で
均
等
割

と
人
口
割
を
含
め
た
事
業
負
担
は
35
・

7
％
。

問

問

問

問

問

問問

答

答

答

答

答

答答

税滞納者に対する栗東市の収納事務の方針は
伊吹 裕 議員

　

納
税
者
の
権
利
に
つ
い
て
当
局
の
見
解

は
。

　

納
税
者
に
は「
公
平
に
課
税
さ
れ
る
権

利
」「
課
税
、
納
税
の
制
度
や
手
続
き
に
つ

い
て
知
る
権
利
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
さ
れ

る
権
利
」が
あ
る
と
考
え
る
。

　

答
弁
の
3
つ
の
権
利
の
ほ
か
に
も
権
利

が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

法
令
等
で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
具

体
的
な
列
挙
は
難
し
い
。

市
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

市
民
に
は
市
内
を
自
由
に
移
動
す
る
権

利
が
あ
り
、
市
に
は
そ
の
権
利
を
守
る
義

務
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

市
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
移
動
手
段
の
確
保
に
お
い
て
、
市
内
全

域
を
対
象
に
民
間
路
線
バ
ス
と
調
整
し
、
路
線
の

設
定
を
し
て
き
た
。
毎
年
利
用
状
況
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
安
全
な
使
用
の
啓
発
と

マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
の
啓
発

　

道
路
交
通
法
上
の
位
置
づ
け
は
。

　

原
動
機
付
自
転
車
に
該
当
し
、
現
時
点

で
は
運
転
免
許
が
必
要
と
な
る
。

問問問 問 答答答答

高齢者が市営住宅を利用・居住しやすいものにするために
青木 千尋 議員

　

入
居
し
易
い
条
件
を
整
え
る
点
や
、
現

在
の
入
居
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

点
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
必
須
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
の
長
寿
命
化
計
画
で
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
を
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
早
く
て
大

橋
住
宅
で
3
年
後
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
を
早
め

る
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

大
橋
住
宅
の
Ｂ
棟
の
浴
槽
の
設
置
計
画
に
つ
い

て
も
伺
う
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
時
期
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
長
寿
命
化
対
策

も
含
め
た
判
断
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

大
橋
団
地
Ｂ
棟
の
浴
室
設
置
計
画
に
つ
い
て
は
、

長
寿
命
化
対
策
で
あ
る
給
排
水
管
の
更
新
な
ど

と
合
わ
せ
、
順
次
進
め
て
い
く
。

　

既
存
入
居
者
で
例
え
ば
80
歳
代
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
無
し
の
団
地
4
階
に
居
住
中
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
、
腰
痛
有
り
の
方
が
、
1
階

の
部
屋
に
替
わ
り
た
い
と
希
望
さ
れ
た
場
合
の

対
応
は
。

　

市
条
例
に
お
い
て
、
公
募
の
例
外
と
し

て
空
き
住
戸
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
住
戸
替
え
に
つ
い
て

は
、
要
領
に
基
づ
き
判
断
し
て
い
る
。

問問 答答

児童・生徒の「体育座り」問題への対応
中村 昌司 議員

　

本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
体
育
座

り
を
行
っ
て
い
る
学
校
の
実
態
は
ど
う
か
。

　

体
育
学
習
や
校
外
学
習
な
ど
に
お
い

て
、
短
時
間
で
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
体
育
座
り
を
行
う
こ
と
は
あ
る
が
、
授
業

や
行
事
等
で
長
時
間
体
育
座
り
を
行
っ
て
い
る

学
校
は
な
い
。

　

体
育
座
り
は
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
存
在
し
、
特
に
デ
メ
リ
ッ
ト
部
分
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
体
に
与
え
る
影
響
や
健
康
に
関
わ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

　

体
育
座
り
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
し
た

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
座
骨
や
尾
骨
へ
の

負
担
、
内
臓
の
圧
迫
、
腰
へ
の
負
担
な
ど
が
体
育

座
り
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
お
り
、
体
育
座

り
で
話
を
聞
く
時
間
が
長
く
な
り
そ
う
な
と
き

に
は
、
話
が
聞
き
や
す
い
座
り
方
を
す
る
よ
う
声

を
か
け
て
い
く
。

　

子
ど
も
へ
の
健
康
懸
念
へ
の
対
応
が
一
番

で
あ
る
。
改
め
て
教
職
員
に
周
知
し
て
は

ど
う
か
。

　

体
育
座
り
を
す
る
場
合
、
長
時
間
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
教
職
員
が
子
ど
も
た
ち

に
声
を
か
け
る
よ
う
各
校
・
園
に
も
周
知
す
る
。

問問 問 答答 答

地域気象防災のための気象庁等との取り組みの活用は
野々村 照美 議員

　

地
域
気
象
台
と
の
連
携
状
況
は
。

　

年
度
の
初
め
に
彦
根
気
象
台
長
お
よ
び

栗
東
市
を
担
当
す
る
職
員
が
来
庁
さ
れ
、

市
長
、
危
機
管
理
課
職
員
と
で
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
る
。

　

気
象
防
災
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
は
。

　

今
後
、
気
象
台
と
協
議
し
て
い
く
中
で
、

防
災
講
話
等
で
の
活
用
を
確
認
し
、
情
報

提
供
も
し
て
い
き
た
い
。

　

地
震
時
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助

の
考
え
は
。

　

制
度
導
入
自
治
体
や
近
隣
自
治
体
の

状
況
を
確
認
す
る
な
ど
、
必
要
性
も
含
め

て
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
活
用
に
つ
い
て

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
の
状
況
は
。

　

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を
国
の
策
定
す
る
標

準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す

る
た
め
、
お
う
み
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
協
議
会
で
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

高
齢
者
等
の
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
格
差

解
消
の
対
応
は
。

　

11
月
に
市
内
の
各
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
」

を
開
催
し
た
。
来
年
度
以
降
も
高
齢
者
等
の
デ

ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）と

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
人
々
の

生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
革
す
る
こ
と
。 

問問問問問 答答答答答
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。
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の
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、
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。
家
庭
訪
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や
放
課
後

等
の
登
校
、
別
室
や
市
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児
童
生
徒
支
援
室
に

登
校
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可
能
な
児
童
生
徒
は
、
教
科
書
や
プ
リ
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等
に
加
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、
タ
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レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し

て
教
科
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
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不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
タ
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レ
ッ
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端

末
の
活
用
事
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は
。

　

現
段
階
で
は
、
実
証
期
間
と
し
て
の
活

用
な
の
で
、一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ

て
模
索
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

カ
メ
ラ
機
能
を
活
用
し
て
、
教
室
で
の
授
業
の
様

子
を
数
日
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
放
課
後
、
教

室
に
入
り
、
担
任
と
話
が
で
き
た
と
い
う
報
告
も

あ
る
。　

指
導
す
る
側
の
先
生
の
技
術
的
な
課
題

は
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新
し
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シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
し
て
い

る
た
め
、
試
行
錯
誤
、
模
索
を
し
て
い
る
状

態
で
は
あ
る
が
、
各
校
で
研
修
を
進
め
、
実
践
を

重
ね
て
い
る
。
教
員
に
つ
い
て
も「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」こ
と
を
目
指
し
、
市
内
で
情
報
共
有
し

な

が

ら

活
用
し
て

い
く
。

　

計
画
予
定
地
が
市
内「
県
立
国
際
情
報

高
校
」の
隣
接
地
の
保
安
林
に
決
定
し
た

理
由
を
伺
う
。

　

両
市
の
複
数
の
候
補
地
の
中
か
ら
、
両

市
か
ら
の
交
通
ア
ク
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ス
、
イ
ン
フ
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境
が
良
く
、
住
宅
地
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
等

か
ら
選
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し
た
。

　

整
備
事
業
に
あ
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て
は
、
民
間
資
金
等

を
活
用
す
る「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」方
式
の
導
入
を
検

討
さ
れ
た
い
。

　

現
時
点
で
は「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」方
式
の
導
入
を

考
え
て
い
る
。

　

土
地
所
有
者
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
だ
が

周
辺
自
治
会
員
の
理
解
も
必
要
で
あ
る
。

説
明
会
は
い
つ
頃
開
催
さ
れ
る
の
か
。

　

周
辺
自
治
会
長
に
12
月
20
日
に
説
明

し
、
そ
の
後
、
役
員
お
よ
び
近
隣
住
民
の

説
明
会
の
開
催
を
検
討
す
る
。
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礎
調
査
で
火
葬
場
の
事
業
規
模
等

は
、
2
市
共
同
設
置
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
建

物
面
積
は
2
8
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7
㎡
、
建
設
費
は
郊
外
地
で

火
葬
炉
7
炉
、
1
日
2.5
件
で
、
25
億
4
9
0
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万

円
で
あ
る
。
栗
東
市
の
費
用
負
担
は
、
何
％
か
。

　

令
和
2
年
10
月
1
日
時
点
で
均
等
割

と
人
口
割
を
含
め
た
事
業
負
担
は
35
・

7
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税滞納者に対する栗東市の収納事務の方針は
伊吹 裕 議員

　

納
税
者
の
権
利
に
つ
い
て
当
局
の
見
解

は
。

　

納
税
者
に
は「
公
平
に
課
税
さ
れ
る
権

利
」「
課
税
、
納
税
の
制
度
や
手
続
き
に
つ

い
て
知
る
権
利
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
さ
れ

る
権
利
」が
あ
る
と
考
え
る
。

　

答
弁
の
3
つ
の
権
利
の
ほ
か
に
も
権
利

が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

法
令
等
で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
具

体
的
な
列
挙
は
難
し
い
。

市
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

市
民
に
は
市
内
を
自
由
に
移
動
す
る
権

利
が
あ
り
、
市
に
は
そ
の
権
利
を
守
る
義

務
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

市
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
移
動
手
段
の
確
保
に
お
い
て
、
市
内
全

域
を
対
象
に
民
間
路
線
バ
ス
と
調
整
し
、
路
線
の

設
定
を
し
て
き
た
。
毎
年
利
用
状
況
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
安
全
な
使
用
の
啓
発
と

マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
の
啓
発

　

道
路
交
通
法
上
の
位
置
づ
け
は
。

　

原
動
機
付
自
転
車
に
該
当
し
、
現
時
点

で
は
運
転
免
許
が
必
要
と
な
る
。

問問問 問 答答答答

高齢者が市営住宅を利用・居住しやすいものにするために
青木 千尋 議員

　

入
居
し
易
い
条
件
を
整
え
る
点
や
、
現

在
の
入
居
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

点
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
必
須
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
の
長
寿
命
化
計
画
で
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
を
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
早
く
て
大

橋
住
宅
で
3
年
後
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
を
早
め

る
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

大
橋
住
宅
の
Ｂ
棟
の
浴
槽
の
設
置
計
画
に
つ
い

て
も
伺
う
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
時
期
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
長
寿
命
化
対
策

も
含
め
た
判
断
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

大
橋
団
地
Ｂ
棟
の
浴
室
設
置
計
画
に
つ
い
て
は
、

長
寿
命
化
対
策
で
あ
る
給
排
水
管
の
更
新
な
ど

と
合
わ
せ
、
順
次
進
め
て
い
く
。

　

既
存
入
居
者
で
例
え
ば
80
歳
代
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
無
し
の
団
地
4
階
に
居
住
中
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
、
腰
痛
有
り
の
方
が
、
1
階

の
部
屋
に
替
わ
り
た
い
と
希
望
さ
れ
た
場
合
の

対
応
は
。

　

市
条
例
に
お
い
て
、
公
募
の
例
外
と
し

て
空
き
住
戸
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
住
戸
替
え
に
つ
い
て

は
、
要
領
に
基
づ
き
判
断
し
て
い
る
。

問問 答答

児童・生徒の「体育座り」問題への対応
中村 昌司 議員

　

本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
体
育
座

り
を
行
っ
て
い
る
学
校
の
実
態
は
ど
う
か
。

　

体
育
学
習
や
校
外
学
習
な
ど
に
お
い

て
、
短
時
間
で
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
体
育
座
り
を
行
う
こ
と
は
あ
る
が
、
授
業

や
行
事
等
で
長
時
間
体
育
座
り
を
行
っ
て
い
る

学
校
は
な
い
。

　

体
育
座
り
は
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
存
在
し
、
特
に
デ
メ
リ
ッ
ト
部
分
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
体
に
与
え
る
影
響
や
健
康
に
関
わ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

　

体
育
座
り
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
し
た

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
座
骨
や
尾
骨
へ
の

負
担
、
内
臓
の
圧
迫
、
腰
へ
の
負
担
な
ど
が
体
育

座
り
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
お
り
、
体
育
座

り
で
話
を
聞
く
時
間
が
長
く
な
り
そ
う
な
と
き

に
は
、
話
が
聞
き
や
す
い
座
り
方
を
す
る
よ
う
声

を
か
け
て
い
く
。

　

子
ど
も
へ
の
健
康
懸
念
へ
の
対
応
が
一
番

で
あ
る
。
改
め
て
教
職
員
に
周
知
し
て
は

ど
う
か
。

　

体
育
座
り
を
す
る
場
合
、
長
時
間
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
教
職
員
が
子
ど
も
た
ち

に
声
を
か
け
る
よ
う
各
校
・
園
に
も
周
知
す
る
。

問問 問 答答 答

地域気象防災のための気象庁等との取り組みの活用は
野々村 照美 議員

　

地
域
気
象
台
と
の
連
携
状
況
は
。

　

年
度
の
初
め
に
彦
根
気
象
台
長
お
よ
び

栗
東
市
を
担
当
す
る
職
員
が
来
庁
さ
れ
、

市
長
、
危
機
管
理
課
職
員
と
で
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
る
。

　

気
象
防
災
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
は
。

　

今
後
、
気
象
台
と
協
議
し
て
い
く
中
で
、

防
災
講
話
等
で
の
活
用
を
確
認
し
、
情
報

提
供
も
し
て
い
き
た
い
。

　

地
震
時
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助

の
考
え
は
。

　

制
度
導
入
自
治
体
や
近
隣
自
治
体
の

状
況
を
確
認
す
る
な
ど
、
必
要
性
も
含
め

て
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
活
用
に
つ
い
て

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
の
状
況
は
。

　

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を
国
の
策
定
す
る
標

準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す

る
た
め
、
お
う
み
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
協
議
会
で
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

高
齢
者
等
の
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
格
差

解
消
の
対
応
は
。

　

11
月
に
市
内
の
各
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
」

を
開
催
し
た
。
来
年
度
以
降
も
高
齢
者
等
の
デ

ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）と

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
人
々
の

生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
革
す
る
こ
と
。 

問問問問問 答答答答答
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　12月6日、市議会会派合同による意見書

を知事に提出するため、市議会を代表して議

長、副議長、各会派代表者の6名が県庁を訪

問しました。

　栗東市東部地区の企業立地に伴うインフ

ラ整備費用に関して、県にとっても新たな税

収や雇用の確保につながる重要な取り組み

であり、市町と共に地域活性化のための企業

立地を推進する立場からも、支援策を早急に

講じていただくよう、強い思いを伝えました。

　また、当日は2人の地元県議会議員にも同

席いただきました。

　〈※意見書についてはP5をご覧ください〉

　GIGAスクール構想の下、今年度より、一人一台のタブレット端末を使

用して、新しい時代における子どもたちの学びがスタートしました。

　12月17日、文教福祉常任委員会では、その取り組み状況を視察するた

め、大宝西小学校を訪問しました。

　子どもたちはタブレット画面を使

い、文字を組み合わせて単語を作っ

たり、資料から表やグラフを作成し

てデータの分析をしていました。ま

た、「ゲーム依存」などの情報モラル

の問題をみんなで考えるなど、インターネット社会で必要となるさまざまなこ

とを身に付けるため学んでいました。

　議会だよりも、昨年11月1日にリニューアル発行した『大きな栗の木の下で』200号を

皮切りに、新しくスタートしました。

　市民の皆さまにとって親しみやすく、読みやすい、手に取っていただける広報紙として、

本年も内容と編集に工夫を重ねてまいります。

　まだまだ寒さの厳しい日々が続きそうです。また新型コロナウイルス感染の拡大も懸念されます。

　市民の皆さまには、くれぐれもご自愛くださいますようお祈り申し上げます。

議会広報編集特別委員会

（委員長）上石田　昌子　　（副委員長）川嶋　恵

（委　員）中村　昌司　／　林　好男　／　青木　千尋　／　梶原　美保

編 集 後 記

▲意見書提出▲

▲授業の様子

▲一人一台のタブレットで学習（1年生）

議会トピックス

　市民生活に重要なことでも、それが国や都道府県

等の仕事であるため、市の力だけでは解決できないこ

とがあります。このようなときに市議会は、国や都道

府県その他の機関に対し、議会の意思を意見としてま

とめた「意見書」や「要望書」を提出して問題の解決を

求めることができます。

意
見
書
っ
て
何
？

知事に意見書を提出

GIGAスクールを視察
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